
ご視聴ありがとうございます。
このコンテンツは香川県教育委員会が作成している「せとうち先生スキル
アップチャンネル」です。
今から視聴していただく動画のキーワードは、小学校・社会科・表現物・年
表となっております。
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そして、今回紹介する実践はこちら、
「子どもたちが発表でしっかり使える年表の作り方」
となっております。
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この実践のスキルアップのポイントは
△小学校の中学年くらいの年齢では、自分たちで年表をつくることで
△発表するときに子どもたちが活用できる年表になる
ということです。
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さっそくですが、年表の作り方を紹介していきます。
つくる手順はこちら。
１家で聞き取りを行う。小学校中学年だとインターネットや資料より聞き取
りがいいですね。その方が分からないことについて質問できるのでよりイ
メージが持てます。
２その聞き取ったことを短冊に書く。ひとつの短冊にひとつの出来事を書き
ます。
３そして、クラスみんなの短冊を集めて、時系列に並べていきます。
４時間に余裕があるようなら、子どもたちに絵を描かせることをお薦めしま
す。これも、昔の様子をイメージさせるのにとても効果があります。
この手順を詳しく説明していきましょう。

4



まずは聞き取りです。調べる内容をきちんと授業で確認し、調べる期間も
しっかり取ってあげてください。そうすると、おじいさんなど一緒に住んで
いない人への聞き取りもしやすくなります。
△聞き取りの期間、先生は年表の台紙をつくります。この年表では、「おじ
いさん・おばあさんが子どもの頃」といった事も書かれていますね。前の教
科書ではこういった表現がありましたが、今の教科書ではあまりこういった
表現はしなくなったようです。台紙をつくる際にはぜひ教科書の年表を参考
にしてください。
△そして、調べたことを短冊に書いていきます。ここでは短冊ひとつに出来
事ひとつということをしっかりと例を示しながら説明してあげてください。
その際、「2行はだめだよ。1行で書くんだよ」と助言すれば、子どもは短冊
に書く言葉を精選するようになります。
△そして、みんなで相談しながら短冊をどの当たりに貼るか決めていきます。
この時、子どもたちは「うちのおばあちゃんは、〇〇っていっていたよ」の
ように聞き取りの内容を口にしながら、位置を決めていくはずです。こう
いったやりとりを通して、調べてきたことの定着を図ることもできます。
△可能であれば絵も描かせましょう。子どもの頭にあるイメージを絵にして
描き出すことも、昔の様子を理解していくことにつながります。
△まだ、子どもたちが書き足りないようなら「まだ、説明が足せるなら空い
てるところに書き込んでいいよ」といって書かせましょう。
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子どもたちは、こういった作業を通して、一つ一つの出来事を自分なりに
解釈しながら昔の様子を再認識していきます。中学年の子どもたちにとっ
てこの作業の時間が実はとても大切です。こういったプロセスを経てでき
た年表は子どもたちにとって、書かれていることがしっかり理解できた年
表となります。
ですから、発表の時に活用できる年表となるわけです。
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今回は、小学校の中学年くらいの年齢では、自分たちで年表をつくることで
発表するときに子どもたちが活用できる年表になる
ということをお話ししました。
今日紹介した自分たちでつくった年表と教師がつくって提示した年表では活
用できるレベルが全然違います。
ぜひ、1度試してみてください。
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以上でせとうち先生スキルアップチャンネルを終わります。
他にもいろいろなコンテンツを用意していますので、ぜひ見てくださいね。
それでは、さようなら。
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